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トルコギキョウ (�������������������(����) ������)
はリンドウ科に属する夏咲きの相対的長日性植物である

(塚田ら, 1982). 切り花の日持ちが良く, 花色・花型も

豊富であることから, 冠婚葬祭など様々な用途に利用さ

れ, 主要な切り花として定着している. 近年では栽培技

術の発達によって周年出荷が可能になり, 6月から10月

は高冷地, 10月から6月は暖地が出荷するリレー出荷体

系となっている. しかし, 暖地における冬季出荷の作型

では, 開花遅延やブラスチングが発生しやすく, 品質が

安定しないという問題点がある. その上, 原油価格の高

騰による暖房費, 資材費などの価格上昇が農家経営を圧

迫し, 低コストで計画的に生産できる技術の確立が急が

れている.

一方で, 生産現場では, 開花調節や品質向上技術とし
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て, 種子冷蔵や電照処理が用いられている. 種子冷蔵は

高温ロゼット化対策として普及しており, 発芽や抽だい

促進にも有効である (谷川ら, 2002). また, 長日処理

は苗の生育を促進するとされている (稲村・山口, 1992).

花卉生産における電照光源については, 白熱灯が主であっ

たが, 省エネルギーの観点から, 代替光源の開発が進め

られており, 異なる光質が植物の生育・開花に及ぼす影

響についても精力的に研究されている. その過程で, ト

ルコギキョウの光周性には, 赤色光 (�) と遠赤色光
(��) の比 (�／��比) が強く作用していることが明ら
かになってきた (石倉ら, 2005；吉村ら, 2007). 具体

的には, 定植後に白熱灯で長日処理を行うと, 花芽分化

と主茎の節間伸長が促進されるが, 白熱灯に比べ高�／��比の昼光色蛍光灯を用いれば, 無処理と比較し
て節数が増加し, 開花期が遅れるという報告がある (山

田, 2012). しかし, 育苗期における高�／��比の光照
射が苗生育に与える影響については不明な点が多く, 冬

季無加温栽培におけるこれらの処理効果についての知見

も少ない. また, トルコギキョウは育苗期間が長く, 育

苗時の環境条件は苗の大きさだけでなく, その後の生育

に大きく影響する. そこで, 本研究は, 鹿児島の温暖な

気候を活かしたトルコギキョウ冬季無加温促成栽培技術

の確立を目的として, 育苗時の環境条件の違いが生育・

開花に及ぼす影響並びに異なる電照光源による生育反応

を検討した. �������
試験は鹿児島大学農学部附属農場内の無加温ビニルハ

ウスにおいて2011年9月から2012年6月まで実施した. 同

農学部観賞園芸学研究室が育成したトルコギキョウ�1
の ��83�, ��57�, ���1�の3品種 (第1図) を供試し, 品

種ごとに6試験区を設けた (第1表). 播種は, いずれの

試験区も市販の育苗培地 (商品名：プライムミックス
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����2, サカタのタネ社製) を充填した128穴のセルト
レイを用い, 種子冷蔵区 (以下冷蔵区) は9月28日に,

慣行区は11月5日にそれぞれ行い, 覆土は行わなかった.

冷蔵区は, 播種後, 十分潅水を行い, 乾燥を防ぐためセ

ルトレイをポリエチレエン袋で包装して, 7℃で39日間

暗黒下においた. 慣行区は播種後, 同日に冷蔵庫から出

した冷蔵区のセルトレイとともに自動ミスト潅水設備の

ある無加温ビニルハウス内に置き, 49日間管理育苗した.

育苗期間中, 白熱灯 (商品名：電照用みのり���� 110� 75 �, パナソニック社製) および蛍光灯 (商品名：

3波長形蛍光灯 パルックボールスパイラル ���25���20
クール色, パナソニック社製) を用いて電照処理を行い,

対照として, 電照しない無処理区を設定した. 白熱灯,

蛍光灯はベンチ上45 ㎝に設置し, 17時～22時・3時～7

時の時間帯に照射して, 19時間日長とした.

無加温ビニルハウス内の定植床は, 基肥として10 �当
たり�：�：�を15 ㎏ (商品名：アミノグレース,ジェイ・
ティ・エフ社製, �：�：��10：10：10), 堆肥2500 ㎏,
苦土石灰15 ㎏を全面施用し, 耕耘, 畝立てを行った.

十分潅水した後, 透明ビニルで地表全面を被覆した状態

で7月28日から10月17日まで太陽熱土壌消毒を行った.

ビニル除去後, 12月23日にシルバーポリマルチを張り,

畝幅150 ㎝, 栽植間隔12 ㎝×12 ㎝で, 畦幅内に2条定

植－1条空けを2回繰り返し, 残りは1条定植する計5条植

えで定植した. 定植後は, いずれの試験区も同一管理を

行い, 3月2日までは畝上高さ145 ㎝, 間隔190 ㎝に設置

した白熱灯を用いて17時30分～21時30分および2時～7時

に長日処理を施した. 栽培中に頂花着花節から2節下よ

り下位節から発生した側枝は取り除き, 主茎頂花は開花

確認後に摘花した. 摘蕾は行わず, 小花が3輪開花した

時点で採花した.

なお, 育苗開始時から3月まで複合液体肥料 (商品名：

硝安有機入り複合肥料ライオン, 福栄肥料社製, �：�：��6：4：5) の1�000倍液を週1回葉面散布した.
調査は, 発芽指数, 苗質, 茎長, 採花日および切り花

品質について行った. � �
トルコギキョウの発芽適温は20℃～25℃, 生育適温は

15℃～28℃程度とされている (藤原, 2003). そのため

ハウス外の気温ではあるが, 11月から3月までは低温条

件 (第2図) となり, 生育は緩慢であった.

トルコギキョウの種子は直径約0�5 ㎜で非常に微細で
あるため, 正確な播種数を把握することは困難であった.

そこで, 発芽数が増加しなくなった時点を発芽率100％

と仮定し, この時の全発芽数に対する各時期の発芽数の

割合 (％) を発芽指数として表し, 発芽速度と斉一性を

調査し, その結果を第3図に示した. ��83�の発芽は,
冷蔵区が慣行区と比較し5日早く始まった. 電照処理に

対しては試験区間に明確な差は見られなかった. ��57�
においても, 冷蔵区の発芽開始は5日間程度早く, 電照

処理に関わらず, ほぼ同時に発芽が始まった. その後,

冷蔵区の発芽指数の推移は11月20日ごろから緩やかにな

り, 特に白熱灯区でその傾向が認められた. 慣行区では

無処理区において2日程度発芽開始が遅れたが, その後

の発芽指数は一定であり, 育苗開始から発芽指数100％

に達するまでの日数に処理区間で大きな差はなく, 電照

光源による差も認められなかった.���1�は, 冷蔵と電照処理を併用した2区の発芽開始
が早く, 調査期間中, 種子冷蔵‐蛍光灯区の発芽指数が

他5区と比較し最も高く推移した. �Ｈ57�と同様に, 冷

種子冷蔵と電照がトルコギキョウの発芽, 生育, 開花に及ぼす影響 �
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蔵区の発芽指数が11月20日ごろから緩やかになり, すべ

ての試験区でほぼ同時期に発芽指数が100％となった.

次に, 苗質調査を定植5日前の12月18日に実施し, そ

の結果を第2表に示した. ��83�では, 冷蔵区が慣行区
よりもいずれの処理区でも地上部, 地下部の生育が旺盛

であった. 冷蔵区の地上部は, 無処理区に比べて, 電照

区が, 株幅, 本葉展開節数とも大となり, 地下部でも1

次側根数が増加する傾向が見られた. ��57�の地上部お
よび地下部とも ��83�と同様に, 慣行区に比べ, 冷蔵
区の生育が旺盛となる傾向が認められた. 冷蔵区および

慣行区とも, 地上部は, 電照区と無処理区でほとんど差

は認められなかったが, 地下部では, 無処理区の生育が

小さくなる結果となった. とくに, 慣行×無処理区は他

区に比べて, 主根長, 側根数とも有意に小さくなった.���1�は供試品種中, 最も生育が遅く, ほとんどの処理
区において地上部, 地下部とも小さい値となった. 前述

した2品種同様に地上部, 地下部とも冷蔵区の生育量が

慣行区よりもおおむね大きくなった. また, 冷蔵区およ

び慣行区とも, ��83�と ��57�とは異なり, 電照により
地上部と地下部の生育が大となる傾向が認められた. な

お, いずれの品種とも光源の違いよる生育の違いはほと

んど見られなかった.

茎長の測定は4月7日から約2週間毎に4回行った (第4

図). ��83�では, 冷蔵区が慣行区に比べ抽苔が早く始
まり, 最終測定日の5月18日まで冷蔵区の茎長が高く推

移した. 光源により生育に若干の差がみられ, 冷蔵区で

は蛍光灯区, 慣行区では白熱灯区の茎長が長くなった.

冷蔵区の伸長は5月4日以降に緩やかになり, 5月18日の

測定終了時には慣行×白熱灯区が冷蔵×無処理区とほぼ

同じ高さになった. これは発蕾後に主茎節数の増加が止

まり, 上位節間の伸長も小さかったことによるものと考

えられる. ��57�においても, 冷蔵区の抽苔が早く茎長
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も高く推移した. 測定期間を通して冷蔵×白熱灯区で最

も大きい値であった. 5月18日には冷蔵×蛍光灯区およ

び冷蔵×無処理区と慣行区3区はほとんど同じ茎長となっ

た. ���1�は他2品種に比べ全体的に茎長は短くなり,
試験区間の差も小さかった. 茎長測定期間中, 冷蔵×電

照区で値が高く推移したが, 冷蔵×無処理区と慣行区の

3処理区では, 最終調査日の5月18日にほぼ同じ長さとなっ

た.

切り花品質の結果を第3表に示した. 供試品種中,��83�
の出蕾が最も早く始まり, 冷蔵によって開花が4日程度

促進された. そのため, 採花までの日数は冷蔵区で10日

ほど短くなった. 電照処理効果は慣行区のみで認められ,

電照した2区の出蕾日は無処理区より7日早かった. 光源

の違いによる差はみられなかった. 切り花品質は, 主茎

節数が冷蔵区で多くなったが, 他の調査項目では

試験区間に有意差はなく, ほぼ同水準の品質となった.

��57�においても, 冷蔵区の出蕾が7日程度早く, その
分, 採花までの日数も短縮されたが, 冷蔵区, 慣行区と

も電照処理による明確な差異は認められなかった. 切り

花品質は, 主茎節数が冷蔵区で多くなり, 節間長が蛍光

灯区で抑制される傾向であったが, 試験区間に明確な差

はみられなかった. ���1�も他2品種と同様に, 冷蔵に
より6日程度が出蕾が促進され, 採花時期も早くなった.

切り花品質については, 慣行区の切花長と切り花重が種

子冷蔵区と比較し高くなったが, 有意差はなく, 同水準

の品質であった. また, いずれの品種にもブラスチング

は発生しなかった. � �
供試した3品種において, 種子冷蔵区の発芽開始が慣

行区に比べ約5日早く, 種子冷蔵処理が発芽促進に有効

種子冷蔵と電照がトルコギキョウの発芽, 生育, 開花に及ぼす影響 ��
��� �����������������������������������
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であることが示された. また, 谷川ら (2002) は, トル

コギキョウにおいて10℃, 7週間の種子冷蔵は, 5週間処

理をした場合に比べ, 抽だい率が低下すること, その原

因として, 長期の低温遭遇が発芽や発芽後の生育を抑制

した可能性があることを報告している. 本研究の種子冷

蔵条件である7℃39日間では, 慣行区に比べ発芽促進効

果が認められ, 採花までの期間も短縮された上, 切り花

品質には影響を及ぼさなかったことから, トルコギキョ

ウの栽培技術のひとつとして十分に利用できる方法であ

ると考えられる. しかし, その促進効果は5日程度であ

り, 期待されるほどではなかった. これは, 11月20日か

ら11月26日までの7日間は日平均気温が15℃以下になり,

日最低気温が10℃を下回る日が多く, 慣行区においても,

低温遭遇状態になっていた可能性も推察され, 今後, 低

温温度や遭遇期間についても詳細な検討の必要があろう.

電照処理効果には品種間差がみられ, ��83�は電照の
影響を受けなかったが, ��57�は慣行区で, ���1�は冷
蔵および慣行区とも電照により発芽が促進された. また,

本試験の結果からは光源の違いが発芽に与える影響につ

いては明らかではなかった. 植物の発芽や伸長などの光

反応には特定の波長が関与するとされており, トルコギ

キョウの発芽促進には赤色光が有効であるとの報告があ

り (志田原ら, 2003), 光質の検討も課題である. また,

光線に対する種子発芽の反応は温度に影響されることも

あり, 低温条件と光質との関係性も明らかにする必要が

ある.

すべての供試品種の苗に種子冷蔵による生育促進が認

められ, さらに電照処理との併用で高くなる傾向であっ

た. なお, 生育促進への単独処理での有効性は, 電照処

理に比べて種子冷蔵が高かった. 光源が生育に与える影

響の違いについては, 白熱灯区が蛍光灯区に比べて, 比

較的高い値を示す傾向が認められ, 種子冷蔵と白熱灯電

照の併用が苗生育を促進することが示唆された. ただし,

白熱灯は蛍光灯以上に熱を放射するため, その熱が夜温

を維持したことによって生育が促進したことも考えられ

る.

抽だいは, 育苗期の生育が良かった試験区から始まっ

た, すなわち, 無加温の低温条件下で育苗した場合にお

いても種子冷蔵は苗生育と抽だいを促進させることが認

められた. 電照においては, その効果は品種間に差があ

り, 一定の傾向は得られなかった. トルコギキョウの花

芽分化は最低夜温に支配されるところが大きく, 最低夜

温が10℃では長日処理の効果がほぼ認められないことか

ら (塚田, 1982), 本試験における定植後の電照は花芽

分化促進に有効でなかったと推測される.

トルコギキョウでは花芽分化の要因になる環境条件は

特定できていない. 本試験の供試品種では, ��83�と��57�が冷蔵区において採花が早く始まり, 到花日数に
は電照による影響もほぼみられなかった. ���1�は冷蔵
と電照処理の併用した2区で若干早くなった. 慣行区は3

品種とも無処理区で採花が最も遅れたが, 光源の違いに

よる顕著な差は見られなかった. 福島ら (2009) によれ

ば, 大苗定植は栽培日数や在圃期間を短縮することから,

本試験においても, 苗の生育量がある程度確保できた試

験区から生殖成長に移行し開花したと推測される. 切り

花品質の調査では, ��83�と��57�の主茎節数, ��57�
の節間長以外の項目では試験区間に有意差はなく, すべ

ての品種でほぼ同水準の品質であった. 切り花品質を左

右するのは栄養生長量であることから, 苗生育が遅れた

試験区は, 在圃期間を長くすることで生育量を確保し,

同程度の品質を得たと思われる.

以上のことから, 鹿児島市内でのトルコギキョウ冬季

無加温栽培において, 種子冷蔵処理と育苗期の電照処理

の併用は苗の生育および開花促進に有効であることが認

められた. 光源の違いについて見ると, 山田 (2012) が

報告しているような蛍光灯による開花遅延などは認めら

れなかったが, 電照の効果には品種間差があり, 営利栽

培へ活用するには適応品種の選定や品種別の検討も必要

であろう. � �
鹿児島大学農学部観賞園芸学研究室が育成したトルコ

ギキョウ3品種 (��83����57�および ���1�) を供試し,
冬季無加温栽培における種子冷蔵と発芽および育苗期の

電照が生育・開花に及ぼす影響を調査した. また, 電照

処理に白熱灯と蛍光灯を用いて, 異なる電照光源による

トルコギキョウの生育反応の違いを比較した.

種子を冷蔵後に冬季低温条件下に置いた場合でも, 発

芽促進に効果があることが示された. さらに, 苗生育は

3品種とも種子冷蔵により促進されたが, 電照処理の効

果の有無は品種により異なった. また, 白熱灯と蛍光灯

の異なる光源が苗生育に与える影響には明確な差が認め

られず､ 蛍光灯が開花を遅延することも認められなかっ

た. 採花日は苗生育が良かった試験区で早い傾向がみら

れた. 種子冷蔵と育苗期の電照処理は苗の生育と開花促

進に有効であることが認められたが､ 切り花品質は全て

の試験区でほぼ同水準であった.

以上の結果から､ 種子冷蔵と電照処理は､ トルコギキョ

ウの冬季無加温ハウス栽培に有用な方法であることが明

らかとなった｡ � �
本試験の実施にあたり, ご助言をいただくとともに貴

重な種子を分譲いただきました鹿児島大学農学部観賞園

芸学研究室の皆様方に心より感謝申し上げます.����
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